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「課題名：重症呼吸不全患者の気道および血液検体を用いた多角的病態解明

および新規治療法開発」について 
○ 研究の意義・目的 

 重症呼吸不全患者さんの治療では新しい知見が増えてきていますが、未だ解明されていない事も

多く残っています。今回、患者さんから採取させていただいた血液, 気道検体及び口腔内物質を分

析することで、呼吸不全に対する治療がより進むようにするため、この研究を計画しました。 

 

○ 研究対象者 

当院での平成 24 年 1 月 1 日から平成 32 年 3 月 31 日までに，広島大学病院高度救命救急セン

ターで呼吸不全などの治療をうけられた患者さんのうち、診療上採取された検体（血液や気管洗浄

液など）やそれに関連する診療情報を、将来の学術研究のために利用することに承諾いただいた方

を対象とします。 

 

○ 研究方法 

本研究は，患者さんから診療時に採取させていただいた血液、気道検体及び口腔内物質を使用する

ことと、診療録（カルテ）情報を転記して行います。 

検体を使用し、病原体の塩基配列決定による病原体の同定を試みること、エピゲノムの変化と疾患

との関連を明らかにすることと同時に、気道上皮被覆液中に発現している蛋白を解析し、治療効果

との関係を調べます。 

カルテから転記する内容は身長、体重、性別、年齢、病名、合併症、入室時の状態、培養検査結果、

X 線・CT 検査、治療内容、血液ガス検査、血液検査です。 

（個人が特定出来る情報は転記しません） 

実験は広島大学ならびに医薬基盤研究所に検体を送付し、検体を用いた実験を行います。（広島大

学に実験結果を含めた情報を集め解析します。） 

 

○ 研究期間 平成３０年３月２７日 ～ 平成 33 年 3 月 31 日 

 

○ 個人情報の保護について 

調査内容につきましては、プライバシー保護に十分留意して扱います。情報が個人を特定する形で

公表されたり、第三者に知られたりするなどのご迷惑をお掛けすることはありませんのでご安心く

ださい。 

 ＊研究に資料を提供したくない場合はお申し出ください。お申し出いただいても今後の診療等に 

  不利益が生ずることはありません。 

 

不明な点がございましたら下記のところまでお問い合わせください。 

･････････････････････････････････････････････････････････・・・ 

お問い合わせ先 

〒567-0085 大阪府茨木市彩都あさぎ７－６－８ 

Ｔｅｌ：072-641-9895 

国立医薬基盤・健康・栄養研究所 

感染病態制御ワクチン・プロジェクトリーダー 今井由美子（研究責任者） 


